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質問紙の構成　質問紙は、（ 1 ）フェイスシート、（ 2 ）
自己抑制場面における行動、（ 3 ）自己抑制場面におけ
る不満感、（ 4 ）発言抑制尺度、（ 5 ）拒否回避欲求尺度、
（ 6 ）甘え尺度から構成される。
 （ 1 ）フェイスシート　
　性別、年齢、学年および継続調査のため自分だけがわ
かるニックネームの記載を求めた。












おいて、Aさんの状況が表 1 の 2 つの状況の時に相談
行動の抑制の有無を尋ねた。抑制行動については、石津・
安保（2008）の青年期前期用過剰適応尺度の「自己抑制」
因子 7 項目から 2 項目、靏田・原口・重橋（2014）の不
適切な自己表明行動尺度の「回避的自己表明行動」因
子 6 項目から 2 項目使用した。さらに、相手に迎合した


























 （ 4 ）発言抑制尺度
　畑中（2003）の発言抑制尺度 5 因子のうち「スキル不
足尺度」「自分志向尺度」「相手志向尺度」「規範・状況
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 （ 2 ）各場面での抑制行動の割合
　 「適応的な自己抑制行動」、「不適応的な自己抑制行動」
の回答得点が 2 つとも高い場合（ 5 点、4 点）を“言わ
ない群”、2 つとも中間点の場合（ 3 点）を“どちらと












































た結果 3 群を得た。結果を図 3 に示す。「適応的な自己
抑制行動」は 3 つのクラスタのいずれの間にも 1 ％水準
で有意差が見られ（F（2，192）＝122.20，p＜ .001）、高
い順から第 2 クラスタ、第 1 クラスタ、第 3 クラスタで
あった。「不適応的な自己抑制行動」も有意であった（F

























































































表 3 　各群における要因の平均値と SD及び分散分析結果
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抑制場面」の不満感に 3 群差はなかったが、 「不適応的な
自己抑制場面」では、自己抑制群が柔軟群と自己主張群
よりも不満感が大きかった。「適応的な自己抑制場面」で
は、自己抑制行動は自然なことであり、不満感は生じな
いと考えられるため、3 群に差が生じなかったといえる。
　 「不適応的な自己抑制場面」において自己抑制群の不
満感が高かったのは、この群が会話下手だと思ってお
り、自分の自尊心を維持すること、相手を慮る特徴が関
係していると考えられる。本当は話したい、自分のこと
をわかってほしいという気持ちがあるが、自己・他者へ
の信頼感が乏しいこともあり、どの場面でも発言を抑制
するのであろう。不満感の高さは、話せない自分を責め
る意味もあると考えられる。
　以上の結果を踏まえ、3 群の特徴を以下にまとめる。
柔軟群は、会話が下手だと思っておらず、社会的ルール
などに従って発言を抑制することが可能で、相手と持ち
つ持たれつの関係を築くことができる群である。自己抑
制群は、社会的ルールなどに従って発言を抑制すること
ができるが、会話が下手と思っていること、自分が傷つ
くことを気にしていること、相手を慮ることから発言を
控えることがある。さらに、相手と持ちつ持たれつの関
係を築きにくく、自己・他者信頼を持ちにくい群である。
この群は、自己抑制をしなくても良い場面で抑制するこ
とに対して不満感を覚えている。自己主張群は、社会的
ルールに従って発言を抑制する力に乏しい群である。
まとめと今後の課題
　本研究では、自己抑制場面を 2 種類に分け、各場面に
影響する要因と自己抑制のタイプ（柔軟群、自己抑制群、
自己主張群）によって影響を与える要因に差があるかを
検討した。
　 「適応的な自己抑制場面」では、「自分志向要因」「規
範・状況要因」が正の影響を、「不適応的な自己抑制場
面」では「相互依存的甘え」が負の影響を与えていた。
このことから、甘えが不適応的な自己抑制に関連してい
ることが示唆された。発言抑制に最も影響を与えていた
スキル不足（畑中、2003；2006）は、本研究では影響因
として示されなかったことから、会話スキルの向上だけ
では発言行動を促せないことが示された。親しい人に対
しても自己抑制をしてしまい援助要請ができない人に対
して、会話スキルの訓練以外の援助方法を検討する必要
があるといえる。
　また、影響因を群別に見た結果、「相互依存的甘え」
は自己抑制群が柔軟群よりも少なく、どの場面でも自己
抑制行動を取る人は健康的な甘えが育っていない可能性
が示唆された。ここからも甘えが不適応的な自己抑制に
関連していると考えられ、甘えと自己抑制行動の関連を
今後さらに検討することが課題だといえる。
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